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Postvaccination tuberculin reactions among infants and primary school entrants were 

observed in an area where BCG vaccination with multipuncture method had been given, prac

tically only once in early childhood, and where postvaccination tuberculin testing had been 

repeated rather arbitrarily at varying intervals. Many of the vaccinated children were followed 

up in this way until the entrance of primary school. A total of 2,085 tuberculin reactions to 

the first post-vaccination test at varying intervals after vaccination showed a trend of waning 

of the tuberculin hypersensitivity, i.e. starting with the highest level of 16.0 mm in the mean 

erythema diameter within six months after the vaccination to decrease to the minimum of 

8.7mm at the sixtieth month or later. However, it was found that the school entrants who had 

ever been tested before showed stronger reactions than those who had never been tested, the 

mean erythema size of the former being about 16 mm, irrespective of the numbers of interven

ing tuberculin tests and of the intervals between the last test and the test at the school entrance 

that was at the longest three years. These findings confirm the phenomenon long known as 

boosting" or the "restorative effect" of the postvaccination tuberculin testing to the tuber

culin hypersensitivity caused by BCG vaccination. It may have serious implications on the 

current revaccination scheme of Japan and also on the interpretation of the results of repeated 

tests for mass examination as well as individual contact examination which has become an 

established routine in the tuberculosis service.

緒 言

若年層の著しい結核減少に伴い,こ の年齢層の健康

診断回数の削減,BCG接 種の定期化が実施されて既に

8年 を経過 した。 この ため集 団 を対 象 とした就 学 時 ま

で の,BCGの 再接種 や ツベ ル ク リン反応 の再検 査 は原

則 としてな くな り,乳 幼 児期 にBCG初 接種 を うけた大

多数 の子 供 は,小 学一 年(以 下小 一 年)時 に,就 学前
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に うけ たBCG接 種 後初 め てツベ ル ク リン反応検 査(以

下 「ツ反 」 と略)を うけ るこ とにな った。

最近 この よ うな集 団,即 ちBCG定 期 化 以 後 の小一

年 の ツ反 は,以 前 に比 し弱 い 反 応 を示 す こ とが,し

ば しば報 告 されて い る1)～3)。最 近 我々 が実 施 したツ 反

成績 も対 象 者 の85%が 乳 幼 児期 にBCG接 種 を終 了

してい るに もかか わ らず,10mm以 上 の発 赤値 を示 す者

は,50%弱 で,従 来 の成績 に比 べ れば 明 らか に弱 い反

応 を示 して い る。 そ の原 因 と して は,当 然以 前行 な わ

れ てい た就 学 前 の再 接種 が な くな った こ とを考 えな け

れ ばな らな いが,我 々の観 察集 団 では後 で述べ る よ う

に,再 接種 は ご く限 られ た者 に しか行 な ってお らず,

再接種 の廃止 の みが,小 一 年 時の 弱 いツ反応 の 原因 と

は考 え られ なか った。

関連 す る別 の要 因 と してBCG接 種 技術 は重 要 で あ

るが,我 々の観 察集 団 の接種 は以前 か ら一貫 して熟練

した者 が担 当 して お り,あ とで引用 す る よ うに時 お り

の接種 直 後の ツ反成 績 か ら も問題 はな い。

接種 後 の ツ過 敏性 の推 移 につ い て,ヨ ー ロ ッパ で は

Magnus4)に 始 まる観 察 や実 験 に よ りその 減弱 とツ反 に

よる回復 が よ く知 られ て い るが,日 本の経 皮接 種 下 で

も同様 の こ とが起 こ って い るこ とは想像 に難 くない。

我 々は終 始標 準 的 な技術 で ツ反,BCG接 種 を長 年行

な って きた1地 区 で,し か もその実施 計 画の特 異 な態

様 か らみ て接種 後 ツ過敏 性 の 自然の経 過 と,ツ 反 の影

響 をみ るのに 条件 の そろ った大集 団 の成績 を ま とめ る

こ とが で きたので,こ こ に分 析結 果 を報告 す る。

対象 および研 究 方法

対象 は,著 者 らが二 十数年 来,住 民検 診,学 校検 診,

乳 幼 児 のBCG接 種 を実 施 協 力 して きた埼 玉 県某 市の

小 児(小 一 年 お よび未就 学)で,昭 和48年4月 か ら昭和

49年3月 まで に同市 で 出生 し,0～3歳 まで に我 々が

BCG初 接種 を行 ない,し か もその後,小 一年 時 を含めて

最低1回 はツ 反応が 実施 され た1,483人 であ る。この市

では 「BCG定 期 化」実施 体制 下 にあって も,初 接種 を う

け た乳 幼 児に対 して無差 別 に その後 も4歳 に な る まで

は ツ反 をうけ る よ う勧奨 して きた。 この結 果 あ る子供

は数 回に わ た り接種 後 ツ反 を うけ,他 の子 供 は1回 あ

る いは全 くうけて い ない とい う状 況 が生 じ,ま た この

再 ツ反(以 下 これ を 「中 間ツ反 」 と呼ぶ こ とが あ る)

の時期 も種 々 の分布 を示 して い る。 しか も,こ の よ う

に行 なわ れ た接 種 後 ツ反 にお いて いわ ゆ る 「陰性 」 に

対 しては,ご く小数(1%以 下)の 例 外 の他 は再接 種

を行 なっ て いな い。 これ ら2点 の こ の 市 の 特 殊 な 条

件 と技術 の一貫性(ツ 反 ・BCG接 種 と もず っ と我々

が行 なっ て きた こ と)と が,以 下 の観 察 の方 式 を可

能 に した もの ということがで きる。この市 では子 の 出生

・転入 と同時 に予防接 種個 人 票が 作成 され,す べ ての

予 防接種 の実施 状況,成 績 な どが一 貫 して この個 人票

に記 載 され て い る。 この個 人 票は,当 該児 が小 学入学

時 まで,生 年 月 日順 に整理 保管 され てい る。

今 回の研 究 に当 たっ ては,こ の よ うに整備 され た個

人票 の記録 が フル に活用 され た。

先 ず,対 象1,483人 を,そ れ らのBCG初 接 種 実 施

時期,初 接 種後 初 め て再 ツ反の 実施 時期別 に分類 し,

各群 の長径 の平 均値 を求 め,BCG初 接 種 後 の ツ過 敏

性 の推 移 をみ た。 次 に,こ の 中のBCG初 接 種 か ら小

一年 まで ツ反の全 経過 が追求 で きた589人 につ いて,就

学 時 までの 中間 ツ反有 無別,あ れ ば その実施 時期,回

数別 等 に分類 し,各 群 の小 一年 時 の平均 発赤径 を求め,

中 間 ツ反の影 響 につ いて検 討 した。検 定 に際 して群 の

平均 値 の比 較の ため にはt検 定 を用 いた。 時系列 を構

成す る群 の平均 値 の比 較(す う勢 の有意性)の ため に

は時 点 を等 間 隔の数 値 変 量(0,1,2…)で 代 表 さ

せ,こ れに対 す る発赤値 の 回帰 直線 の 回帰係 数 の有意

性 をみ る方法5)(t検 定)に よ った。

成 績

(1) BCG初 接 種 時年齢 別,接 種 後 の期 間別 に み た接

種 後最初 の ツ反成 績

A)　 対 象者1,483人 のBCG初 接 種 時年 齢別 にみ た

接 種 後初 回 ツ反成 績 は,表1に 示 す ご と くで あ る。

対 象者 のBCG初 接 種 後初 め て ツ反が 実施 された時

期別 の ツ 反平 均 発 赤 径 は,同 じ表1に 示 す ご と く,

接種 後9～12ヵ 月の 間 に初 めてツ反 を実施 した者1,126

人の 平均 発赤径 は16.0mm,13～24ヵ 月の群(293人)は

12.7mm,25ヵ 月以 後の群(64人)は11.4mmと 初 接種 後

初 め て ツ反が 実施 され る時期 が遅 くな るほ ど,発 赤 径

は次 第に小 さくなってお り,そ の低 下傾 向 は統計 学的 に

も高度 有 意 であ る。(回 帰係数 のt=8.1,自 由度1,124,

p<0.001)

この傾 向 は初 接種 時期 別 につ いて もみ られ,初 接 種

が生 後6ヵ 月 以内,7～12ヵ 月,13～24ヵ 月の いずれ

の群 で も同様 に接種 後 の時 間 とと もに低 下す る傾 向 を

示 して い る(p<0.01)。

この表 は また接種 年齢(月 齢)別 にみ た接種 後 ツ反

の強 さは,接 種 後 ツ反 の時期 ご とに み る とほ ぼ等 しい

こ とも示 して い る。

B) BCG初 接種 後小 一年 まで 中間 ツ反 を うけてい

な い群 の小一 年時 ツ反成 績

〔方 法 〕で述べ た ご と く就 学時 まで ツ反成績 を追 求 で

きた589人 の うち初 接種 後小 一 年 まで 中間 ツ反 の行 な

われ て いな い者 は261人 で,こ の群 につ い てBCG初 接

種年(月)齢別 に小一 年 時 の ツ反 発 赤 径 をみ る と,表2

に示 す よ う全 体(即 ち生後48ヵ 月以 内に うけ た者)の

小学 校 入 学 時 の 平 均 発 赤 径 は10.6mmで,生 後0～6

ヵ 月の 間に初接 種 をうけ た32人 の平均 発赤 径 は10.4mm,

7～12ヵ 月群(89人)8.7mm,13～24カ 月群(73人)

10.3mm,生 後25カ 月以後群(67人)13.6mmと な って お
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り,よ り早 い時期 に接種 を うけた者 で小 さい反応 とな

っ てお り,この傾 向 は統計 学 的 に高度 有意(一 次 回帰 の

t値=3.24,自 由度=259,p<0.01)で あ る。 また こ

の傾 向は平 均硬 結径 に つ い て も認 め られ た。 即 ち全

体 で5.9mm,年 齢別 に それ ぞれ5.6mm,4.5mm,6.3mm,

7.4mm,一 次 回帰 のt値=2.45,自 由 度=259(p<

0.05)で ある。

(2)　BCG初 接 種 後就 学時 までにツ反 をうけ た者 の小
一年 時 の ツ反成績

A)　 中間 ツ反 回数 別 の観 察

初 接種 後小 一 年 まで ツ反成 績 を追求 で きた589人 の

うち就学 前 に1回 以 上 ツ反 を うけて い る者 は328人 で

あ る。この群 のBCG初 接 種年 齢別,接 種 後 入学 までの

ッ反 の回数 別 に,小 一年 時 の ツ反平均 発赤 値 をみ る と,

表2に 示 す よ う,全 体 で 平 均 発 赤 径16.7mm(標 準 偏

差8.6mm),同 硬 結径10.4mm(同6.6mm)で あ り,こ れ を,

(1)-B)で みた 中間での ツ反歴 のない者 と比べ る とそれ

ぞれ6.1mm,4.5mmの 差 を以 っ て大 きい(t=8.99お よ

び8.51,と もにp<0.0001)。 中間 での ツ反の 回数 で は

1回,2回,3回 以上 で それ ぞれ平均 発赤径 が15.9,

16.6,17.9mm,硬 結 で11.9,9.9,10.7mmと 大 きな変化

はみ られ な い(発 赤 につ いて の回帰係 数 のt=1.07,

P>0.05)。 更に,こ れ をBCG接 種年 齢 別 にみ て もほ

ぼ 一様 で あ る。

B)　 中間 ツ反 を1回 のみ うけ た者 の観察

上 の対 象 の 中か ら中間 ツ反 を1回 限 りうけ た53人 を

取 り出 し,中 間 ツ反 か ら入学 時 ツ反 までの期 間 ご とに

入学 時 ツ反 の成績 をみ たのが表3で あ る。期 間 が長 く

な るにつれ て平均 発 赤値 は17.9m憩(30～36ヵ 月),16.0

mm(37～48ヵ 月),14.3mm(49～60ヵ 月)と 小 さ くな る

傾 向 を示す が,こ の傾 向は統 計学 的有意 性 に達 しない。

討 論

(1)　経 皮接種 後 の ツ過 敏性 の経 過

成績(1)のA),B)は いずれ もBCG初 接種 後 い ろい ろ

な期 間 をおいて初 めて ツ反 を行 なった ときの反応 をみた

もの で,現 在 の 日本 の感 染 危険率 の低 さ(年 間0.1%程

度 と推 定 され る6))か らみ て もこの 間の被 接 種 者 の ツ

反 の強 さの変 化 はBCGに よって得 られた ツ過敏 性の 時

間 に よる変化 とみ な して さ しつか え ない。 図1の(b),

(c)はこれ を図示 した もの で,(c)は 成 績(1)-B)群 の初接

種 時年齢 と入学 時年 齢 とか ら初 接種 か らツ反(=入 学

時 点)ま で の期 間 を換算 して置点 して得 た曲線 で あ る。

計 画調査 でな いふ りか え り観 察 の制約 上,単 一 の集 団

の一貫 した傾 向 と して み るこ とはで きな いが,こ の 図

か ら も接 種 後 ツ過 敏性 は,接 種 後1年 まで を最 高 とし

て徐 々 に低 下 し,約5年 後頃 で最低 値 を示 す に至 る こ

とが知 られ る。 約5年 間に わた る減 弱 の幅 は平均 発 赤

値 で7.3mm程 度 で あ る。

人 間に おけ る接種 後 ツ過敏 性 の減 弱傾 向につ い ては,

既 に1968年 にGuld7)ら に よる計画 実験 に よ り確 認 され

Table 1. Mean Erythema Diameters of the First 

Postvaccination Test Given at Varying Inter

 vals after Vaccination (in mm)

Figures in parentheses () indicate the numbers tested, 

and those in [] standard deviations.

Table 2. Mean Erythema Diameters of the Tuberculin
 Reactions at School Entrance of Those

 with/without Intervening Tuberculin Test
 after Vaccination (in mm)

Figure in parentheses () indicate the numbers tested, 
and those in [] standard deviations.

Table 3. Mean Erythema Size at School Entrance of

 Those with Only One Intervening Test

Figures in parentheses () indicate the numbers ex
amined, and those in [] standard deviations.
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(a) those with intervening test(s)

(b) those without intervening test, the first test given before school
 entrance

(c) same above, the first test given at school entrance

Bars indicate the 95% confidence intervals of the means.

(x•}1.96•~S.E.)

Fig. 1 Trend of postvaccination hypersensitivity with/without
 intervening tuberculin test

て い るが,日 本 では1974年 までの毎 年繰 り返 しツ反 実

施 体 制 のため,あ るいは広 範 な再接 種実 施 の ため,後

で検 討す るツ反の影 響 を取 り除い た接種 後 ツ反 の推 移

の観察 は な されて い なか った。 む しろ同一 被接 種 集団

の繰 り返 しツ反に よ る継続観 察(例 えばTRO8))に 基

づ く 「接 種 後 ツ反過敏 性 は数 年 は安定 した もの」 とす

る考 えに傾 きが ちだ った と もいえ る。 本研 究 の この観

察 は,経 皮接 種 の あ との ツ反過敏性 が,成 立後 数年 に

わ た って相 当程度 減 弱す る もの であ る こ とを明瞭 に示

して いる。olakowskiら9)は,減 弱 は既 に接 種 後10週

～6ヵ 月 までに起 こ り始 め
,そ の 幅 は1年 間で 約4mm

と し,ま たRaj Narainら10)は や は り接種 後2 .5ヵ 月 か

ら2.5年 の 間 に約5mmの 減 弱が起 こ るが,そ の 後 は 更

に減 弱 す るこ とは な い,と いっている。我々 の成績 では

接 種 後1～2年 の間 で減 弱が既 にみ られ,5年 後 くら

い で最低 の水 準 に到達 し,そ の後 は この最低 値 を保 つ

よ うに みえ,上 の二つ の成 績 よ りも減弱 は緩徐 な経過

を辿 っ てい る よ うで あ る。Raj Narainは これ を被接 種

者 の年 齢 階級別 にみ て0～4歳 とい う若 い年 齢 で減弱

幅 が大 きい としてい るが,本 研 究 では,初 接種 時年 齢

の0(概 ね3ヵ 月以 上)～3歳 を細分 してみ た結 果,

接種 後 の ツ反 の最 高水準 お よびその低 下傾 向 に年齢 差

は認め なか っ た。

森11)は 最 近3ヵ 月 児にBCG接 種 を行 ない その後6

ヵ月の ツ反 をみ,一 方,本 研 究 とは 別 の 集 団 で乳 幼

児期 に我 々が接 種 し,そ の 後 中 間 の ツ 反 な く経 過 し

た者 の小 一年 の ツ反 を み て 両 者 を比 較 して い る。 こ

れ に よ る と平均 発赤径 は,前 者 で21.5mm,後 者 で10.9

mmで あっ た。 両者 は接 種 が 同一技術 水 準 で行 なわ れた

こ とは保 障 しに くく,ま た ワ クチ ンの ロ ッ トも異 な る

の で比 較 可 能 性 は 完 壁 とは い えな いが,減 弱 はRaj

 NarainやOlakowskiの 言 うよ うに1年 以 内 の早期 か ら

始 ま る もの であ る こ とを示 唆 して お り,ま た そ うで あ

れば 減弱 の幅 もこ こで み た7mmよ り大 きい のか も知れ

な い。なお,就 学前 のBCG初 接種 とそれ に続 く中 間接 種

の有無 別 の小学 生 の ツ反 の観 察 は最近 留 高2)に よ り報

告 されて お り,こ れに よ る減 弱 も接 種 後2年 の16.5mm

か ら同6年 の9.7mmへ と約7mmの 減 弱幅 で あ る。と もあ

れ 緒言 でみ た最近 の小 一年 学童 既接 種 者 の弱 い ツ反の

原 因 は接 種 後の ツ反応 の減 弱 が最 も重要 な原 因で あ る

こ とは 明 らかで あ る。

(2)　接 種後 ツ過敏 性 の変 化 に対 す るツ反 の影響

成 績(2)にみ るよ うに,接 種後 ツ過 敏性 の 減弱 は,接

種後1度 で もツ反(中 問 ツ反)を うけ た者 で はみ られ

ない こ とか ら,こ の減 弱 は接 種 後 の ツ反 に よって防 が

れ,ま た1度 減 弱 した ツ過敏 性 が その後 の ツ反 に よっ

て 「回復」 され る と考 え られ る。 しか も,こ の 回復 の

程 度 は,中 間 に行 な うツ反 の 回数 が たか だか3回 ぐら

い までで あれ ば その回数 に も関係 な く,ま たこの よ う

に して回復 した ツ過 敏 性 は,そ の後 少 な く と も2年

半 以 内で は明 らか な減 弱 は み られ な い よ うで あ る。

ただ 回復後3～4年 以上 の間 に は成績(2)-B)か らうか

が われ るよ うに,再 び徐 々 に減 弱 す る こ とが考 え られ

る。
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緒 言で 述べ た よ うに,接 種 後 ツ過敏 性 の減 弱 とツ反

に よ るそれへ の影 響 はMagnusら4)に よ り気 付か れ,続

い てMagnusそ の他 の動 物実 験12)～14)で確 認 され,そ の

後Guldら に よる人間 の大 集 団に おけ る計画 実験7)で 確

立 され て い る。Guldら の成績 は 中間 に行 な うツ反 の回

数 とその後 の ツ反応 の関 係,ツ 反に よ り回復 したツ過

敏性 のそ の後数 年 の動 き等 の点 で,本 研 究 と同様 の も

の にな って いる。

Guldら に よれ ば,ツ 反 の影響 は減 弱 した ツ過 敏1生を

も との最 高 の水準 まで引 き戻 す(回 復 させ る,あ るい

は呼 び戻 す)程 度 の もの で,そ れ 以上 の水準 まで押 し

上 げ る よ うな もの では ない として,彼 らは この現 象 を

「ブー ス ターbooster (boost=押 し上 げ る)現 象」 よ

りもむ しろ 「回復 効果restorative effect」 くらいに呼

ぶの が正 しい,と して い る。 細 胞免疫 の理 論 か らは,

この現 象 は ツ反 に よる,メ モ リーT細 胞 の刺 激→T細

胞の分 裂 亢進 と説 明 しえ,し たが って本 来血 清免疫 で

言 われ る こ とが 多い ブー ス ター 現 象(既 往 性 反応)に

対応 させ るこ と もで き,刺 激 の仕 方 に よっては 「回復」

以上 の効 果 も期待 しうるか ら 「回復 」 に こだ わ らな く

て も よい と考 え る こ と もで き る(例 えば 戸井 田15))。

我 々 の観察 もGuldら に一致 す る もので あ り,し たが っ

て本稿 で も 「回復 」の語 を用 いて い るが,こ の点 につ

いて は基礎 的 に も追 求 すべ き問題が あ ろ う。 回復 刺激

とな る 中 間 ツ反 の 後(よ り短 い 時期-2～3週 間

等-か ら5年 以 上 の長期)の ツ過 敏性 の経 過 につ い

て も今後 さ らに観 察 を重 ね てい くこ とが必要 で あ る。

この 回復効 果 はBCG接 種 後 ツ過敏1生のみ な らず,交

叉過敏 性,即 ち非 定型抗 酸 菌 感 染 に よ る過 敏 性 に つ

い て も起 こる もので あ る こ とが,米 国 で の 広 範 な研

究か ら言 わ れ て い る(例 えばThompsonら16))。 即 ち

非定 型抗 酸菌 感染 に よっ て作 られ た弱 い ツ 過 敏 性 は

早 期 に減 弱す るが,ツ 反 に よ り回 復 し,更 に 増 強 さ

れ る よ うに な る,と い う。 日本で は今 の とこ ろこの よ

うな こ とは証 明 され て いな いが,厚 生省 調査17)に よれ

ば,未 接 種乳 幼 児 で,初 回 ツ反陽性 ・疑 陽性 の者 にツ

反 を繰 り返 してい る と,1回 目よ りも2回 目,2回 目

よ りも3回 目 と反復 ツ反の たび に反応 が大 き くなって

い く例 が少 なか らず あ るこ とが知 られ た。 この問題 も

今 後 よ り詳細 な研 究が望 まれ る課題 で あ る。

(3)　ツベ ル ク リン反応検 査 の応用 に 関す る回復 効果

の意義

接 種 後 ツ過 敏 性 の減 弱 とツ反 に よ る回復 はBCG既

接種 集 団の ツ反 の考 え方 の上 で重 大 な問題 を提 起 して

い る。 そ の一つ は,接 触 者 の 検 診 に 際 して 行 な わ れ

る反復 ツ反の成 績 の解 釈 に関 して で あ る。初 発 患 者

の発 見直 後 にツ反 を施行 し,こ れ に よ り感 染 の証拠 が

得 られなかった者 には1～2ヵ 月後 に再 度 ツ反 を行 な い,

いわゆ るア レル ギー前期 を経 て,遅 れ て 自然 感染 に よ

るツ過敏 性 が成 立 した者 を見つける,と い うのは今 や接

触 者検 診 の一つの 定 まった手順 となっている18)。既接種

者 の 多い集 団 で これ が行 な われ た場 合 に は,1回 目の

反応 に よ り2回 目の反応 は強 い反 応 となって,自 然 感

染 が最 近 起こったと考 えられがちで あるが,事 実,松 島

ら19)は保 育 園 での接 触者検 診 でこの現象 を観 察 して お

り,泉 ら20)の報 告 は小学校 での より実験 的 でかつ 大規

模 な観察 である。我々の成績 では,回 復 効果 による「回復 」

の幅 は集 団 の平均 で7mm程 度 もあ るので,個 人 でみ る

と例 えば10mm以 上 の 見か け上 の反応 の 増強 を示 す者 も

この よ うな状 況 で は稀 では な い。 したが って,感 染 の

有 無 の判断 は ツ反 の大 き さや その変 化 の他 に,既 往B

CGの 接種 技術 水準 や感 染源 との接 触 状 況 等 の状況 証

拠 も考 慮 に入 れ た慎 重 さが要 求 され るこ とにな る。

もう一 つの 問題 は,BCGの 技術 評価 と現 在 の再接 種

体制 に関 す る もので あ る。現在 の 日本 のBCG再 接種 体

制 は,不 充 分 な技術 でBCG接 種 され た者 を救 済す る補

完 策 と考 え られ るが,初 回(あ るいは前 回)の 接種 か

ら再 接種 対 象選 定の ため の ツ反 までの 時間 は,0歳 →

小 一年(約7年 間),3歳 → 小 一年(約4年 間),小 一年→

小 二年(1年 間),小 一 年→ 中一 年(6年 間)等 といろいろ

あ り,こ れでは接種 後不 定の期 間で接種 後ツ過敏 性 を評

価 してい るこ とにな り,こ れ に対 して用 いる規 準 と措 置

が一律 に「5mm未 満=要 再接種 」とい うのは不 合理 で あ

る。 これ に更 に,種 々の 時点 で行 な われ た り,行 なわ

れ なか っ た りす るツ反 の回復 効 果 と更 にBCGに よる

抵 抗性 とツ過敏 性 の無 関連性14)21)と を考 慮 に入れ る と,

現 在 の予 防法 で行 な われて い る再 接種 対 象の選 定 は ま

す ます無 意味 な ものにみえてこよう。経 皮接 種 法 の宿 命

と して,現 在 のBCG接 種 の技 術 は全 国的 に みて相 当

なば らつ きが あるもの と考 えねばならず,こ れ を是正 す

るための技術 評価 は必 須 であ り,ま た再接種 もいましば

ら くは必要 とい う議論 も成立 しよ う。とすれば,そ れ ら

が よって立 つ接種 後 ツ過敏 性の性質 につ いて の認識 が

改 め られつ つ あ る現在,そ の あ り方 もで きるだけ合理

的 な もの に変 えて い く必要 が あ るだ ろ う。

要 約

乳 幼児 期 にBCG接 種 を うけ,そ の 後小 学校 入学 時 ま

で ツ反 を うけ なか っ た 者,お よ び 入学 時 ま で に い ろ

い ろな時期 や 回数 で ツ 反 を うけ た者 の 入 学 時 あ るい

は入 学前 の ツ反 の観察 か ら次 の よ うな 知 見 を 得 た。

(1)　BCG接 種 後の ツ過 敏 性 は,接 種 後1年 目か ら5

年 目にか けて徐 々 に減弱 す る。 その幅 は ツ反発 赤

径 で みて16mmか ら9mmま で の約7mmで あ る。 この

模 様 は,被 接種 者 の年齢(3ヵ 月～3歳 児の枠 で)

に よっ て変 わ らない。

(2)　接種 後1回 で もツ反 を行 な ってお くと上 の ツ過

敏 性の減 弱 は妨 げ られ,ま た減 弱 した過敏 性 は,

も との最 高の 水準 に まで 回復 す る。

この知 見 に基づ き,既 接種 集 団 のツ反 成績 の解釈 お
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よ びBCGの 技 術 評 価 ・再 接 種 の あ り方 につ いて考 察

した。
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